
共
に
輝
く
未
来
を
目
指
し
て

令
和
８
年
度
施
政
方
針

　
市
政
運
営
を
担
い
3
年
目
と
な
る
令
和

８
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る

最
上
位
計
画「
第
３
次
御
前
崎
市
総
合
計

画
」が
ス
タ
ー
ト
し
、
御
前
崎
市
の
将
来

を
左
右
す
る
大
切
な
１
年
と
な
り
ま
す
。

　
基
本
理
念
で
あ
る「
挑
戦
」と「
共
創
」の

も
と「
安
心
と
希
望
を
未
来
へ
つ
な
ぐ 

人

と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち 

御
前
崎
」を
将

来
都
市
像
に
掲
げ
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
企

業
と
力
を
合
わ
せ
て
、
総
合
計
画
を
力
強

く
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
わ
が
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
、
東
京
一
極
集
中
、
物
価
高
騰
な
ど
社

会
を
取
り
巻
く
環
境
は
常
に
変
化
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
や
自

然
災
害
の
激
甚
化
な
ど
、
地
域
社
会
が
直

面
す
る
課
題
は
ま
す
ま
す
多
様
化
・
複
雑

化
し
て
い
ま
す
。
時
代
の
変
化
に
的
確
に

対
応
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

丁
寧
に
受
け
止
め
、
知
恵
や
ア
イ
デ
ア
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
地
域
の
力
を
結
集
し

た「
共
に
輝
く
御
前
崎
市
」を
築
く
こ
と
を

信
念
に
未
来
志
向
の
市
政
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

７
つ
の
基
本
目
標

　
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
を
踏
ま
え

つ
つ
、
将
来
都
市
像
実
現
の
た
め
、
７
つ

の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
市
政
運
営
の
基

本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

①
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
強
靭
な
ま
ち

　
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
備
え
、
防
災

体
制
を
強
化
し
ま
す
。
高
潮
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
整
備
や
災
害
対
策
備
蓄
品
の
充

実
、
資
機
材
搬
送
車
の
導
入
、
救
急
車
両

の
更
新
を
実
施
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

②
人
と
自
然
を
思
い
や
る
ま
ち

　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
と
自
然
環
境
の
保

全
を
目
指
し
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
創
生
事

業
や
環
境
教
育
、
Ｇ
Ｘ
関
連
事
業
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
海
岸
防
風
林
の
保
全
や
上

水
道
・
下
水
道
施
設
の
計
画
的
な
更
新
、

適
切
な
維
持
管
理
に
よ
り
、
安
定
し
た
水

環
境
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

③
地
域
特
性
を
活
か
し
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
持
続
可
能
な
ま
ち

　
道
路
や
河
川
な
ど
の
整
備
・
維
持
管
理

を
計
画
的
に
進
め
、
安
全
で
快
適
な
生
活

基
盤
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
推
進
や

空
き
家
対
策
の
強
化
、
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
の
実
証
運
行
を
市
内
全
域
へ
の
拡
大

な
ど
に
よ
り
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

④
共
に
支
え
合
う
健
康
と
福
祉
の
ま
ち

　
障
が
い
者
や
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
体

制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
介

護
予
防
や
社
会
参
加
の
促
進
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
５
歳
児
健
診
の
実
施
や
運

動
習
慣
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
と
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

支
援
し
ま
す
。

⑤
地
域
資
源
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
産
業

と
交
流
で
賑
わ
う
ま
ち

　
地
域
産
業
の
強
み
を
生
か
し
、
物
価
高

騰
対
策
や
観
光
振
興
、
一
次
産
業
支
援
、

御
前
崎
ブ
ラ
ン
ド
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、

市
内
経
済
の
活
性
化
と
賑
わ
い
の
創
出
を

図
り
ま
す
。

⑥
郷
土
を
愛
し
世
界
に
通
じ
る
人
を
育
む
ま
ち

　
英
語
教
育
の
充
実
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど

教
育
環
境
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
部

活
動
の
地
域
展
開
や
地
元
食
材
を
活
用
し

た
学
校
給
食
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
生

涯
学
習
や
図
書
館
機
能
の
充
実
、
学
校
再

編
の
検
討
な
ど
に
よ
り
、
学
び
を
支
え
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

⑦
多
様
化
す
る
社
会
に
対
応
で
き
る
持
続

可
能
な
ま
ち

　
太
陽
光
発
電
な
ど
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
に
よ
り
防
災
力
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
Ｄ
Ｘ
人

材
育
成
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
協
働
の
推
進

や
移
住
定
住
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
強
化
に
よ
り
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
15
年
度
ま
で
の

８
年
間
に
わ
た
る「
第
３
次
御
前
崎
市
総

合
計
画
」は
、
本
市
の
未
来
を
方
向
づ
け

る
重
要
な
指
針
で
あ
り
、
着
実
か
つ
力
強

く
推
進
し
、各
施
策
を
相
互
に
連
携
さ
せ
、

地
域
の
特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
と
希
望
を
実

感
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
全
力

で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

御前崎市長

下村 勝

今
後
８
年
間
を
見
据
え
て


